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分子には無数といってよいほどの種類があります
が、どれ一つとして同じ性質のものはありません。す
べての分子はまるで一人ひとりの人間が異なるよう
に、独自の性質、特性を持って独立した人生（分子
生？）を歩んでいるのです。
本書のテーマ「機能性化学」とは、このような化学
物質のすべての特性を「機能」という一つの観点に絞
って検証しようという化学のことです。機能性化学で
は「有機物」に限定した解説書もありますが、本書で
は無機も含め、化学全体に目を広げて扱っていきま
す。
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